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しずおか                                           ２０１８年 ７月 ３０日            

県勤協連ニュース    ３３５号 
                     

静岡県勤労者協議会連合会 

                    TEL・FAX 054-273-5130 

          ホームページ   http://www.kinrokyo.net/shizuoka/ 

                 Ｅ－メールアドレス shizuoka@kinrokyo.net  
 

静岡県勤協連第５６回定期総会開催 
 

 静岡県連は第５６回定期総会を６月１６日（土）

１３時から勤労者総合会館で開催しました。 

 

総会は小粥副会長の開会挨拶で始まり、議長に掛川

市勤労協の岡田代議員を選出した後、堀内会長から３

つの提起がありました。 

 

「総会にあたり、具体的な活動の課題を提起させて

いただきます。 

〇一つ目は平和の問題。平和憲法が危機的状況になっ

ています。安倍政権は諸々の問題を抱えつつ２０２０

年改憲を目指した年内発議を着々と進めています。憲法９条３項に自衛隊の明記をすれば、２項の歯

止めはなくなり、平和国家日本の形がなくなる。この動きを止めるため 

「戦争をさせない１０００人委員会」や、党派、宗教を超えた「平和憲法を護る闘い」に積極的に 

参加していきたいと考えます。 

〇２つ目は貧困と児童虐待について。６月にも東京都目黒区の５歳幼女の虐待死が報じられました。 

児童虐待は１９９０年から２７年連続増加し、２０１６年には全国で１２万２５７８件、静岡県も２

４９６件に上がっています。また、今の社会は勤労者の４割が非正規雇用、貯蓄ゼロ世帯は全世帯の

３割を超え、２０代に至っては６０％というのが現実です。食っていけない現代の中では人間の尊厳

も文化もありません。虐待と貧困は表裏一体の

ものです。格差社会の改革は待ったなしです。

私たち勤労者協議会は、この現実に目をむけ、

政治改革に取り組まねばなりません。 

〇３つ目は環境問題です。県勤協連は２０１６

年に研究集会で静岡県消費者連盟の小林会長を

お招きし「プラスチックの海洋汚染」について

講座を受けました。今、改めて、海に漂うプラ

スチックゴミが問題になっています。先月、タ

イ南部に打ち上げられた鯨のお腹からビニール

袋など約 8 キロのプラスチックゴミが出てきま

した。その前 2 月にはスペイン南部に流れ着いた鯨から 30 キロのプラスチックゴミが検出されるな

ど、事態の深刻化が進んでいます。 

 海に漂うプラスチックゴミは、紫外線や波の力で微小化し有害物質を吸着し、魚を通じて私たち人

間に影響を及ぼすところまで来ています。私たちは、このマイクロプラスチック公害に着目し、プラ

スチック分別の徹底に向け、各市町村で積極的に取り組んで行きましょう。以上の3点を提起します。 
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来賓として次の方々がそれぞれの立場から挨拶を行い県勤協連の活動を激励していただきました。 

 静岡県就業支援局労働政策課  

課長 渡辺加絵 様 

 （一社）静岡県労働者福祉協議会 

  理事長 池冨彰 様 

 静岡県労働金庫執行役員  

青木誠 様 

  全労災静岡推進本部事業推進部長  

鳥居三恭 様 

 

  

この後、議事に入り、

福井事務局長から２０１

７年度活動報告・決算報

告と、２０１８年度活動

方針・予算案を提案しま

した。活動方針では①県

勤協連が統一して取組む

４つの運動課題②具体的

な活動の展開③県勤協連

組織の強化と拡大の方針

が提案されました。 

  

 

総会は、提案に対する質疑・討論の後、満場一

致で経過報告・決算報告、活動方針、予算案を採

択しました。 

 

新年度の役員選出の後、小粥副会長の閉会挨拶

で総会を終了しました。 
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 ■東海・北陸ブロック 

第１２回総会開催 

 

東海・北陸ブロック第１２回総会は、５月２７日～２８日７７名（静

岡１０、石川２０、福井３６、富山１１）が参加して、福井県坂井市

「三国観光ホテル」で開催されました。      

 藤田利男ブロック会長の主催者挨拶、伊藤進福井県連会長の地元

歓迎挨拶のあと、来賓挨拶（橋本勝六日本勤労協事務局長、龍田清成

社民党福井県連合会代表、谷口倫章福井県平和・環境・人権ンタ－事

務局長）を受けました。 

議事に入り、宮下正一ブロック事務局長から①経過報告②運動方針

（案）③予算（案）と物資販売事業の促進④役員の選任（案）につい

て提案されました。 

 記念講演では、茂 幸雄氏（ＮＰＯ法人「心に響く文集・編集局」

代表理事）が「自殺したらあかん（東尋坊からのメツセ－ジ）」と題し

て講演しました。 

 講演終了後、「藤間勢重郎」さんの日本舞踏の踊りが披露された夕

食交流会を行い参加者は一堂に会して親睦・交流を深めました。 

 二日目は、２つの分散会で約２時間にわたり活動交流・討論を行

った後、全体集会に移り分散会報告、方針・会計、全体まとめが満場

一致で承認されました。 

新役員  会長 藤田利男（石川） 副会長 堀内武治（静岡） 酒井桂之（富山） 

事務局長 宮下正一（福井） 

幹事 福井豊（静岡） 中村均（富山） 

 

静岡県労福協第５６回定時社員総会＆ 

第３回自主福祉運動・共同組合大会開催 
 

県労福協の第５６回定時社員総会が、６月５日（火）１３時から静岡市内ク－ポ－ル会館で開催さ

れました。池冨理事長の挨拶の後、来賓（県就業支援局長、連合静岡会長）の挨拶がありました。 

続いて、大滝専務理事から報告事項（２０１７年度活動報告、２０１８年度活動方針・予算）が報
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告されました。議案審議では、①２０１７年度決算報告、監査報告②役員及び監事の総報酬限度額（案）

③２０１６年度役員補選（案）が提案され満場一致で承認されました。 

引き続き、第３回自主福祉活動・協同組合大会が開催され「ライフサポートセンター友の会」（活

動組織体としての静岡県退職者福祉協議会・ろうきんグリーン友の会連絡会）の事業内容、活動につ

いて報告されました。 
 
 

 
 

 

☆伊豆の国市勤労協 

春の史跡めぐり「茨城県へのバスの旅」 

  

春の史跡めぐりバスの旅は、茨城県へ足

を伸ばし、「筑波宇宙開発センター」と「予

科練平和記念館」めぐりを、５月２０日

（日）に好天候に恵まれ、４５名の皆さ

んで実施致しました。 

 新東名、首都高速から常磐道を走行氏、

桜土浦ＩＣで高速から分かれ、予定通り

霞ヶ浦海軍の町・阿見町後を踏みました。

「予科練平和記念館」は、１４～１７才

までの優秀な人材が海軍飛行士として訓練を重ね、

その多くの予科練生が戦死し、その資料に胸の痛

む（悼む）悲しみを感じました。 

 昼食は筑波ハム自然味工房で、全員がひとつの

部屋で和やかに味わいました。 

「筑波宇宙センター」はロケット広場、実物のロ

ケットの前で記念写真を撮りました。 

展示館では人工衛星やロケット、また、エンジ

ンが展示され、宇宙への体験の気持ちになり、宇

宙への夢を感じました。 

 今回のたびは、茨城県めぐりの遠出の旅

でしたが、筑波学園都市、霞ヶ浦の水郷の

地に触れる中で『命の大切さ』『夢の大切

さ』を感じた旅でした。 

 帰りはビンゴゲームで楽しみ、カラオケ

で喉自慢と楽しく和やかに帰途に着きま

した。 

（通信員 小粥崇男） 
 
 

各地区活動報告 
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☆三島市勤労協 

２０１８年度定期総会を開催 

三島市連合勤労協は第５５回定期総

会を５月２３日（水）１９：００より

三島市大社町別館防災研修室で開催さ

れました。議長には当番単協の北上勤

労協から菊池博さんを選出し・２０１

７年度の事業・会計報告２０１８年度

の活動方針・予算案が承認されました。 

この一年運動方針に沿って頑張りた

いと思います。 

 

来 賓    三島市副市長・梅原薫   労金三島支店長・佐野正規   

三島市議会議員・下山一美、杉澤正人 

メッセージ  全労済静岡推進本部東部支所支所長・田口滋久 

静岡県勤協連会長・堀内武治          

新年度役員 

        会長 仁杉秀夫・副会長 後藤憲俊・事務局長・山田信昭 

        幹事 6名・相談役 2名・会計 1名・会計監査 1名  

（通信員 山田信昭） 

 

☆清水地域勤労協 

第２４回定期総会を開催 

６月９日（土）１４：００から、おしば会館

にて、第２４回定期総会を開催しました。総会

定数は 20 名で出席者 12 名、委任状 7 名で成

立し、橋本勝六副委員長の司会により開会し、

鈴木禎昭会長あいさつ、来賓として福井豊県連

事務局長、林芳久仁静岡県議、水野敏夫静岡市

議から激励のご挨拶を頂きました。議事につい

ては経過報告、決算報告、活動方針案、予算案、

役員選出は全会一致で承認されました。 

 総会終了後、静岡姿勢報告会を開催し、望月厚司静岡市議より、

清水区が合併効果が見られない中で今後の街づくりのあり方として、

清水区が注目されてきている。｛世界クラスの資源として清水港・富

士山･日本平などを活かし《国際海洋文化

都市》を目指して行く｝その具体的施策

課題の方向性について報告して頂きまし

た。水野敏夫市議からは議会における質

問事項として公営住宅の空家対策などが報告されました。 

2018 年度役員 

会長：鈴木禎昭    副会長：松岡龍吾、小豆沢清久、橋本勝六 

事務局長:宮内朝次   運営委員：秋山 一    会計監査：松川涼平、宇野信吾 

（通信員 橋本勝六） 
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☆掛川市勤労協 

第６６回定期大会・講演会を開催 

 掛川市勤労協は６月３日（日）、市内西南郷地域生涯学習センターに於いて、第６６回定期大会と

講演会を開催しました。 

【定期大会】 

大会で堀内会長は、「自民党安倍政権は『森友・加計』

疑惑、公文書の改ざんを始め疑惑が次々と明るみにな

り、国民の不信感は募るばかりである、にもかかわら

ず憲法改正に意欲を出しており、戦争の出来る国に舵

を切ろうとしている。私たちは、憲法９条を守る３０

００万人署名を通して、子ども達の未来のためにも戦

争をする国にしてはいけない。平和が一番、９条を守

ろう」と挨拶した。 

執行部提案の全議案は満場一致で承認されました。 

【講演会】 

 定期総会に続いて、「かけがわプロモーション」と題して、掛川市シティプロモーション課による

講演を行いました。掛川のブランドイメージ『あなたの夢、描いた続きは掛川で』「夢が実現できる

まち」を目指しましょう。 

平成３０年度三役 

会長：堀内武治    副会長：鈴木久裕、藤井勝、村岡鉄平 

事務局長：岡田三郎  事務局次長：笹本義雄 

 (通信員 岡田三郎) 

 

 

        


